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技術⼠⼀次試験・基礎科⽬ 反応熱を求めるこの試験問題は特に時間を要する 
 
この平成２４年Ⅰ−４−１の問題は⾒ただけでも近寄る気持ちが失せる。 
 
登場する化合物が６つ、与えられている熱反応式が３つ。この３つの式を⾜したり引いたり
して、与えられた化学反応式の⽣成熱を求める問題である。⾼校ではこのように教えられる。 
 
この⾼校で教えられる⽅法を踏襲し、数学の⾏列の考え⽅を取り⼊れたのが、問題⽂の後ろ
に記した解法である。しかし、この⽅法でも技術⼠⼀次試験・基礎科⽬の１問あたりの解答
にかけられる時間は４分、を満⾜するのは難しいかと思われる。 
 
これは化学の問題であるが、これは化学の問題ではない。６つの化合物を A、B、C、D、E、
F とすれば数学らしい式となる。A は C(炭素)、B は O2（酸素）、C は H2（⽔素）、D は
H2O（⽔）、E は CO（⼀酸化炭素）、F は CO2（⼆酸化炭素）。 
 
与えられた前提となる３つの化学式は、 
  Ａ＋０．５Ｂ−Ｅ ＝１１１ 
  Ａ＋Ｂ−Ｆ  ＝３９４ 
  Ｃ＋０．５Ｂ−Ｄ ＝２８６ 
 
式が３つに変数が６個。従って、Ａ〜Ｆの数値は確定することができない。変数には３つの
⾃由度があるので、Ａ＝０、Ｂ＝０、Ｄ＝０とする。そうすると、Ｃ＝２８６、Ｅ＝−１１
１、Ｆ＝−３９４となる。これを⽤いて、設問の①〜⑤の反応式の⽣成熱量を計算する。 
 
① Ｅ＋Ｃ−Ａ−Ｄ ＝−１１１＋２８６−０−０  ＝＋１７５ 
② Ｅ＋Ｄ−Ｃ−Ｆ ＝−１１１＋０−２８６−（−３９４） ＝−３ 
③ Ｆ−Ｅ−０．５Ｂ ＝−３９４−（−１１１）−０．５×０ ＝−２８３ 
④ Ａ＋Ｆ−２Ｅ ＝０−３９４−２×（−１１１）  ＝−１７２ 
⑤ Ａ＋２Ｄ−２Ｃ−Ｆ ＝０＋２×０−２×２８６−（−３９４） ＝−１７８ 
 
従って、発熱反応であるものは計算結果が正の値である①である。 
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正答： ①  
 
 
（⾏列の考え⽅を取り⼊れた⽅法） 
⾼等学校で教えられるとき型よりも簡単ではあるが、・・・・ 
 
 
化学反応式を書き直す。 
 
  Ｃ＋０．５Ｏ２−ＣＯ   ＝１１１ｋＪ     式１ 
  Ｃ＋Ｏ２−ＣＯ２     ＝３９４ｋＪ     式２ 
  Ｈ２＋０．５Ｏ２−Ｈ２Ｏ ＝２８６ｋＪ     式３ 
 
そして①も書き直す。 
 
  ＣＯ＋Ｈ２−Ｃ−Ｈ２Ｏ ＝？ｋＪ       式① 
 



 
②〜⑤も同様に書き直して、マトリックスを作る。 
 

 
 
このマトリックスからわかることは、 
 
？①＝式３−式１      ＝２８６−１１１       ＝＋１７５ｋＪ 
？②＝−式１＋式２−式３  ＝−１１１＋３９４−２８６  ＝−３ｋＪ 
？③＝式１−式２      ＝１１１−３９４       ＝−２８３ｋＪ 
？④＝２×式１−式２    ＝２×１１１−３９４     ＝−１７２ｋＪ 
？⑤＝式２−２×式３    ＝３９４−２×２８６     ＝−１７８ｋＪ 
 
 
この問題を、⾼校で習ったように化学式を⾜したり引いたりしていては答えにはなかなか
たどり着けない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


